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201５年１月２８日に、多摩市の唐木田菖蒲館にて、多

摩マイライフ協議会と唐木田コミュニティセンター運営協

議会共催による、市民向けセミナー（勉強会）「私のまちの

頼れる存在。プライマリ・ケアってなんだろう」を開催しま

した。今回のセミナーではあいクリニック中沢（医療法人財

団天翁会）院長の亀谷学先生を講師にお招きして、家庭医

（総合診療医）の役割とプライマリ・ケアをテーマにお話い

ただきました。 

「プライマリ・ケア」には現在さまざまな定義があります

が、講座では分かりやすい解釈として「身近にいて、子ども

からお年寄りまでの“様々な健康問題”について、“何でも”

“気軽に”“真っ先に”相談できる家庭医が行う医療」との

説明がありました。例えば胸が痛くなった時に、心筋梗塞 

肺炎、食道痙攣、肋骨骨折など様々な原因が疑われますが、

私たちがその原因をすぐに特定することは困難です。そん

な時に日頃の健康状態を把握している家庭医がいれば、的確な判断をしてもらうことができます。また

実際に子どもから高齢者まで、継続的に心身の健康について診る家庭医がいる人は、そうでない人と比

較して、寿命が長く、幸福に感じていることが、海外の研究結果で明らかになっていることも紹介され

ました。今後超高齢化社会をむかえるこれからの多摩市では、市民の健康を維持するために、家庭医は

なくてはならない存在になっていくとの説明に、参加者は時折メモを取りながら、熱心に講師の話に耳

を傾けていました。 

セミナーには多摩市内外から42名の方にご参加いただきました。アンケートでは「家庭医をもつこ

との大切さが理解できた」「講師のお話が非常に分かりやすかった」「かかりつけ医を変えたばかりで 

参考になった」などの感想をいただきました。セミナー終了後には講師を囲んで、健康座談会も開催さ

れました。参加者からは、体調について気になっていることなど、熱心に質問をしていました。 

平成 26年度の市民向けセミナーは、今回の第5回目をもって終了となりました。多くの方にご参加

をいただき、盛況のうちに終了することができました。また、セミナーにご参加いただいた方からは「こ

のような健康や高齢者の問題について、定期的にセミナーを開催してほしい」との要望を多くいただい

ており、来年度も引き続き市民向けセミナーの開催を検討する予定です。 

【事務局からのお知らせ】 

「健幸甲子園」開催のご案内 たくさんの方のご来場をお待ちしております！ 

日時：3月14日（土）13時～17時 会場：ベルブ永山ホール ※詳細は裏面 

講師の亀谷先生とセミナー会場の様子 




